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技術名称 RMP工法(MSTタイプ・Jタイプ) 担当部署 施工技術本部 都市技術部

NETIS登録番号 KTK-170005-A 担当者 長崎 康司

社名等 ライト工業株式会社 電話番号 03-3265-2456

技術の概要

国の機関　37　件　（九州　3　件　、九州以外　34　件　）　
自治体　　 38　件　（九州　2　件　、九州以外　36　件　）　
民　 間　　 14　件　

　従来技術の3～4倍の大口径改良(改良面積比)が可能となっております。 MSTタイプはφ
1600mmの大径ヘッドを2軸化しており、Jタイプはφ2000mmまでの2軸改良を標準としておりま
す。したがって、施工本数の低減によるコスト削減・工期短縮を図ることが可能となります。

４．技術の適用範囲

・ 市街地や既設構造物近傍での施工が可能です。
・ 改良深度最大50ｍまでの施工が可能です。
・ N 値20 程度の砂質土地盤、N値6程度の粘性土地盤（ただし、施工時間増、先行削孔等の対策
により左記より硬質な地盤においても対応可能）に適用可能です。

５．活用実績（2020年3月31日現在）

１．技術開発の背景及び契機

　従来の機械撹拌工法は改良面積が約1.5m
2
と比較的小さく、一定の施工日数が必要であったた

め、施工効率の向上を目的とした大口径工法が主体となっていきました。
単軸による大口径工法は、画期的に施工効率の向上を実現しました。しかし、φ2.0mを超える改
良の場合、本体機の安定度が厳しくなるうえ、引抜き抵抗が著しく増加するケースも散見され、新
しい大径化工法の開発が急務となりました。

２．技術の内容

　RMP工法(MSTタイプ・Jタイプ)は、大口径撹拌による軟弱地盤および液状化対策の地盤改良工
法です。
各タイプとも改良体径を大径化した(MSTタイプ:特殊撹拌翼を製作、Jタイプ:高圧噴射を併用)地
盤改良技術であり、副次的な作用として変位抑制効果(MSTタイプ:エアージェット噴射、Jタイプ単
軸:上段切削水の併用) が期待できます。

３．技術の効果

技 術 概 要　
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　写真・図・表

【2軸】

【単軸】

　　　　　　　　　　　　　MSTタイプ

　　　　　　　　　　　　　Jタイプ（2軸）

　　　　　　　　　　　　　Jタイプ（単軸）

改良体出来形（左：MSTタイプ、右：Jタイプ）

適用範囲（MSTタイプ）

適用範囲（Jタイプ）
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技術概要 

技術名称 ケレン塗膜粉じん飛散防止工法（モイストップ K 工法）  担当部署 九州支店 

NETIS 登録番号 KT-160144-A 担当者 木場 愼吾 

会社名 スズカファイン株式会社 電話番号 092-938-0071 

技術の概要 
1. 技術開発の背景及び契機 

橋梁塗替工事において、既存塗膜の剥離作業で作業者が鉛中毒を発症する事故が 

頻発したため、厚生労働省は 2014 年 5 月に「鉛等有害物を含有する塗料の剥離やかき

落とし作業における労働者の健康障害防止について」という文書を通達しました。本通達

では、鉛等有害物を含有する塗膜の剥離作業は、塗膜粉塵の飛散を抑制するため、必ず

既存塗膜を湿潤化する、もしくは、湿潤化が著しく困難な場合は、当該作業環境内で湿潤

化した場合と同等程度の粉塵濃度まで低減させる方策を講じるように指導しています。 
これ以降、塗膜剥離剤とブラスト処理またはサンダー掛けを併用した剥離工法が急速

に普及しましたが、現実には塗膜剥離剤による剥離工法は施工コストが高くなりがちで 

あり、また、全面剥離する素地調整 2 種相当を前提としているため、部分剥離の素地調整

3 種には適用しにくいという欠点があります。さらに、近年の環境対応型塗膜剥離剤にお

いても、含有する溶剤成分により有機溶剤中毒を発症したり、器具洗浄や拭き取り作業に

シンナーを使用した場合は、火災事故を引き起こすリスクがあります。 

2. 技術の内容 

ケレン塗膜粉じん飛散防止工法（モイストップ K 工法）は、従来のディスクサンダー等を

用いる素地調整において、湿式による作業を実現し、粉塵状の微細な塗膜片の飛散浮遊

を抑制するために開発された工法です。素地調整の作業前に、モイストップ K をローラー

等により塗付することで、素地調整作業により発生する塗膜粉塵の飛散浮遊を、大幅に

低減することができます。また、モイストップ K は水性であるため、引火性がなく、臭気も少

なく、人体に配慮した成分を使用しているため、取り扱いが安全です。 
なお、素地調整後、素地にモイストップKが残留している場合は、ウエス類で拭き取って

いただく必要があります。 

3. 技術の効果 

① 素地調整時の塗膜粉塵濃度の低減 
素地調整を湿潤化して実施することで、塗膜粉塵の飛散と浮遊を抑制し、塗膜粉塵濃 
度を効率よく低減できます。 

② 素地調整時間の短縮 
塗付後すぐに素地調整作業を実施でき、塗膜剥離剤のような待ち時間が不要であるた 
め、作業効率が大幅に向上します。 

③ 湿潤効果持続性 
天井面や垂直面に簡単に塗付でき、流れ落ちることもなく、長時間に渡り湿潤状態を維 
持します。湿潤効果の持続時間は約 8 時間（23℃）です。 

④ 残剤除去性 
乾燥が遅く、水溶性であるため、素地調整後に拭き取ることで、残剤を簡単に除去でき 
ます。 

⑤ 飛散物の回収性 
使い捨て養生シート等に付着した飛散物は、時間の経過とともに被膜化が進行するた 
め、粉じんとして浮遊せずに回収が容易です。 

⑥ 安全性 
水系タイプであるため、引火性がなく安全で、臭気の問題もなく、作業員に対する危険 
有害性が低いです。 
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4. 技術の適用範囲 

鋼構造物（道路橋、鉄道橋、鉄塔など）の塗替えにおける素地調整 1 種、2 種、3 種。 

5. 活用実績（2019 年 8 月 31 日現在） 

 国の機関 0 件 
 自治体 28 件（九州 4 件、九州以外 24 件） 
 民間 6 件（九州 4 件、九州以外  3 件） 

6. 写真・図・表 
 

 

1 |素地調整開始直後から 30 秒間  2| 開始 1 分後から 30 秒間  3| 開始 2 分後から 30 秒間 
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技術概要 

技術名称 Fixr（チュラシマ）グラウンドアンカー工法 担当部署 九州営業所 

NETIS 登録番号 OK-170003-A 担当者 堀江 靖 

社名 サンスイ・ナビコ株式会社 電話番号 092-558-4870 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

近年、社会資本ストックの老朽化（国家的社会リスク）が進展する中、適切にストックの状態を診断し

長寿命化を図ることは、国民の「日常生活における安全・安心対策の推進」にとって重要となっています。

現在、ライフサイクル延長のための対策という狭義の長寿命化の取組みに留まらず、更新を含め、将来に渡

って必要なインフラ機能を発揮し続けるために、維持管理等の取組みが進められています。一般に、斜面防

災分野で用いられている金属性グラウンドアンカーは「構成部材の腐食等による劣化」及び「軟質地盤にお

けるアンカー耐力の確保」への対応が製品の安全性・品質保持において大きな課題でした。  

２．技術の内容 

Fixr（チュラシマ）グラウンドアンカー工法（以下本工法）は、荷重管理の容易さと耐食性の確保のた

めに、引張り材に耐用年数 100 年の供用が可能な ECF ストランドを用いるとともに、定着具にはステンレ

ス製のテンドングリップを用いて、定着用膨張材により ECF ストランドを付着定着し、ECF ストランドを

傷つけることなく把持する構造としています。また、一般に低強度な地盤に定着するアンカーでは耐力が

十分に得られないことが問題となりますが、この原因として、地盤の周面摩擦抵抗が小さいことのほか、

周囲の拘束力が小さいことに起因してグラウトの割裂を伴った付着破壊が荷重端から発生し、アンカー体

の実効長が短くなることが挙げられます。そこで、本工法ではグラウトの割裂を防止するため、アンカー

体部に横補強筋を配置して耐力を向上しました。これらの特徴により、本工法は長期間使用される山留工

事、地すべり抑止工事、斜面安定工事、急傾斜地崩壊防止工事、建築構造物の安定工事等、種々の目的に

使用することができ、耐食性に優れるため一般的な条件下では特別な防食対策は必要とせず、長期間のメ

ンテナンスフリーを実現しました。 

３．技術の効果 

 Fixr（チュラシマ）グラウンドアンカー工法の効果は以下の通りです。 

・定着具の材質をステンレス鋼鋼材に変えたことにより、防錆油による防食が不要になり、維持管理性が

向上し、トータルコストの低減が期待できます。また耐食性が向上したことにより、想定耐用年数が向上

しました。 

・アンカー体部に横補強筋を配置したことにより、グラウトの割裂発達を抑制でき、アンカー耐力が向上

しました。また、施工時の ECF ストランドのエポキシ樹脂被覆損傷を防止でき、材料の品質が向上しまし

た。 

４．技術の適用範囲 

・適用可能な範囲：アンカー設計荷重(常時)0.6Tus=768kN/本まで対応可能である。 

・特に効果の高い適用範囲：海岸地域のように付着塩分量が多い環境や、施工後の維持管理が困難な箇所

でも、構成部材の耐食性が高く、防錆油等の劣化の心配がないため効果が高い。 

・適用できない範囲：特になし 

５．活用実績（2020 年 8 月 30 日現在） 

国の機関 2 件（九州 0 件、九州以外 2 件） 

自治体 2 件（九州 0 件、九州以外 2 件） 

民 間  1 件（九州 0 件、九州以外 1 件） 
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６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

Fixr（チュラシマ）グランドアンカー構造図   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本工法の耐食構造            施工事例（高所の岩盤崩壊対策） 
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技術名称 土木用摩擦低減材(フリクショカッター®) 担当部署 神戸事業部

NETIS登録番号 KK-120044-VE 担当者 服部 晃

社名等 株式会社ゴウダ 電話番号 078-251-2451

技術の概要 ・研究・開発の背景：

先行技術が無い状況で，近傍地盤や近接構造物の変状・損壊を防ぐことが出来る鋼矢板
（土留め杭）の撤去技術を化学技術の活用により確立することを目標とした．
地下鉄や上下水道などの地盤の開削工事では，土留め工法が不可欠である．
一般的には，鋼矢板などが多用されるが，工事終盤の引抜き撤去では，土層内の摩擦力・
粘着力・土圧の影響により近傍の地盤変状（沈下・陥没）が懸念される．旧来の技術知見
では，回避することが難しいとされていた．その結果，近傍の道路・家屋・堤防などの変状
や損壊を防ぐ為に，撤去すべき鋼矢板などを地中に残置・放棄することが多い．
その結果，国内では，鋼矢板を含む年間数万ｔの鉄鋼材が地中に残置・放棄されている．
地盤環境への不要な障害物，３Ｒを妨げる社会的なロス，放棄し損耗した鉄鋼生産分の
炭酸ガス排出増加，鉄鋼材の損料による無駄な建設費用の原因ともなっている．
本技術の成果により，地盤変状（沈下・陥没）を防ぎつつ，土留め鋼矢板などを安全に
引抜き撤去し，レンタル鋼材の回収・返却・再利用を促進し経費を縮減する．
工事による地盤損傷を防ぐことで，建設施工の安全性確保，近傍地盤や構築物の維持・保全に
かかわるライフサイクルコストの低減やストックマネジメントにも寄与する．

・技術の詳細：
使用する化学品は，新規に合成・重合した特殊ポリマー塗布膜を用いた技術である．
この特殊ポリマー（特殊なアクリル系高吸水性樹脂）と塗布膜（特殊なアクリル系バインダー
樹脂）の混合塗料である．この特殊ポリマー塗布膜を鋼矢板周面に塗布し地盤に圧入する．
地盤内の水分により吸水膨潤し含水ゲル層を形成する．これが分離層として機能する．
化学品として生体および環境に負荷を与えない安全なものである．[ＳＤＳ有り]
化学組成は,文献資料に記載．［土木学会論文集C(地圏工学),Vol.67,No.4,407-421,2011］

・ 性能・効果の検証：
開発した技術の原理は，その特殊ポリマー塗布膜が，地盤と鋼矢板等の接触面に必要な
タイミングで水膨潤による含水ゲル層を形成し，分離層として機能する．
施工技術として実装する為，砂層や粘土層での内部摩擦角が1°以下(通常の1/30～1/50)，
粘性土と砂層，N値の大小，海水と真水，施工期間の長短を問わず有効であることを確認した．
またダイレイタンシーを生じさせないことで地盤深層での土層の間隙密度の変化を防ぎ，
その後長期に渡る圧密沈下や地盤変状も抑制が可能なことなどを確認している．
［詳細記載：第50回 地盤工学研究発表会(札幌)M-07 P1485-1486 2015年9月］

・技術の社会実装：
2018年度には，国土交通省の新技術情報提供システムにおける技術審査を経て，建設技術
としての汎用性・再現性が確認され，［NETIS 登録 No.KK-120044-VE］との扱いとなった．
以上の状況から，着手後約20年に渡る基礎研究・適用方法の開発・実証及び検証を経て，
実用的な建設施工技術としての確立したものと判断している．
全国で本資材の入手が可能で有り，施工者を問わない技術として普及が進んでいる．
また，化学工学と土木工学 ，両分野の技術知見を融合し土木施工の新技術を社会実装
するとの目標も実現したものと考えている．

建設分野においては，本材料の物性を活用し，摩擦力を制御する要素技術として，本稿の
用途以外の建設施工においても応用利用が進んでいる．
この含水ゲルの物性は，大深度・高圧力下での挙動や化学的な長期耐久性など，幅広い
性能を確認している． 応用分野としては，海面型廃棄物処分場の跡地に底面遮水層を貫通
する大深度杭の打設に際して，廃棄物を遮水層以下の土層に引込むことを防ぎ，かつ
汚染水が杭周面を伝い深層土層や周辺海域に漏出することを防ぐ方法としても検証された．
他に，大深度ケーソンを近傍地盤の変状を防ぎつつ安全に沈設するネガティブフリクション
対策としても実用化した．更に幅広い土木施工へも応用展開が進めている．

・活用実績：（2020年 8月31日現在）
国の機関　 77件　（九州　12件、九州以外　65件）（国土交通省，農林水産省，公団・機構など）　
自治体　　866件　（九州　69件、九州以外 797件）（上下水道・道路・河川・橋梁・港湾など）　
民　 間　　  73件　（九州　 9件、九州以外　64件）（建築，鉄道・電力・通信など公益事業）　
海   外       2件   （                          ）

技 術 概 要　
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